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科ｺｰﾄﾞ RB1 

科目ｺｰﾄﾞ  

             

科  名 ファッション流通科１年 

科目名 ファッションビジネス 

単  位  4単位 

授業期間   通年 

 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：佐草 勇樹／澤谷 目童 

 
【授業概要・到達目標・レベル設定】 

ファッション業界における基礎知識(FBの変遷、産業構造、流通の仕組み等)の十分な理解を目標とし、学びの成果としてファ

ッションビジネス能力検定試験 3級の取得を目指す。 

また、各ジャンルでのトピックスを盛り込みながら、変化の激しいファッション業界に対応するための思考力を養う。 

企業コラボレーションではテーマに沿った企画立案をし、プレゼンテーションを通し企画力・発信力を向上する。 

  

【授業計画】（全 56コマ） 

ファッションビジネスとは 2 ・ファッションビジネスにおけるファッションの特性を理解する 

・ファッションビジネスの定義を理解し、それに求められる資質を理解する 

ファッションビジネスの変遷 4 ・1950年代～1970年代 

・1980年代～2010年代 

・今、知っておくべきファッションビジネストレンド 

・今後を予測してみよう 

産業構造・流通・生産・職種 4 ・アパレル業界の産業構造を知り、各産業の役割や動向、業界のサプライチェーンの今 

と変化を理解する 

・モノや情報がどのように消費者に届くのか流通の仕組みや構造を理解しする 

・生産に関わる仕事領域と貿易の基礎知識を学ぶ、業界内外の職種の特徴と業務を産業 

構造を通して理解する 

【前期コラボレーション】 

プロモーション企画演習 

◆ラフォーレ原宿 

 

14 《愛と狂気のマーケット》に向けたプロモーション企画演習。 

リサーチ・企画提案・プレゼンテーションの企画立案の基本を体感する。 

➀目的や目標を明確にしたリサーチ力向上 

➁リサーチ結果をもとにした分析・提案力の向上 

③コミュニケーション力向上 

④プレゼンテーション力向上 

前期末試験説明・対策 1 ・前期授業振り返り 

経営と情報活用 2 ・アパレル業界における経営とプロモーションに関する基礎知識を理解する 

・ファッショントレンドが生まれるまでの情報の流れを理解する 

ファッションマーケティングと 
ファッションマーチャンダイジング 

2 ・マーケティングの基礎知識を理解する 

・マーチャンダイジングの業務領域と役割を理解する、VMDの役割と手法を理解する 

計数管理 2 ・ファッションビジネスに用いられる数字(計数)を知り、数字とビジネスのつながりを 

理解する 

・計算演習を通じて数字からの現状分析や数字から課題などを読み解く 

ファッション販売 1 ・販売の役割を知り、販売員と店舗の在り方を再確認する 

企業とルール 1 ・社会における一般常識としての会社の仕組みや規定、ルールを理解する 

ファッションビジネス能力検定対策 6 ・検定の傾向を知り、過去問を解きながら自身の苦手箇所を洗い出し、効率的・集中 

的に学びながら検定取得を目指す 

【後期コラボレーション】 

社会的課題を発見・理解し 

ファッションを通して発信する 

◆SHIBUYA109 

16 

 

企業との取り組みを通し、社会的課題への理解を深め、自身の感性をふまえて 

課題解決に向けた発信・提案をする。 

SHIBUYA109渋谷店でのエキシビションを想定し、クライアント・ターゲット、 

コンセプトを設定する。 

➀クライアントが求める企画立案 

➁目的・目標を明確にしたリサーチ 

③リサーチ結果をもとにした分析・提案 

④感性と理論の視点を持った企画提案 

⑤商品企画を活かすコーディネート撮影 

⑥プロモーションに必要な PCスキル 

⑦プレゼン力の向上 

総復習 1 ファッションビジネスの基礎まとめ 
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主要教材図書  文化ファッション大系 改訂版ファッション流通講座①ファッションビジネス 流通基礎編 

         ファッションビジネス［Ⅰ］ファッションビジネス能力検定試験 3級準拠 

 

参考図書     

その他資料    
 

授業の特徴と担当教員紹介 
アパレルマーケティング企業において、市場調査やアパレル企業、商社向けの企画提案を行っていた教員による授業である。 

  

 

 

 

 

【評価方法・対象・比重】 

  S～C・F 評価 

 ・出席状況 25％ ・ファッションビジネス能力検定 25％ ・レポート/プレゼン資料 25％ ・前後期試験 25％ 
 

記載者氏名 髙橋 優 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RD2 

科目ｺｰﾄﾞ 948000 

科  名 ファッション流通科２年ショップスタイリ

ストコース 

科目名 接客実務 

単  位 １単位 

授業期間 前期（集中） 

 
担当教員(代表)： 

株式会社三越伊勢丹ヒューマンソリューションズ 
共同担当者： 川井佐江子 

 
概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

三越伊勢丹の行っている販売サービスを講義と実践で学ぶことで、将来のショップスタイリストになるための

意識づけとファッション業界で働くための即戦力となる人材を育成する。 

（計３日間、15 コマ） 

  

1 オリエンテーション 

2 コミュニケーションパズル 

自分のコミュニケーションの癖を知る 

3 グループディスカッション 

  「感じの良いスタイリストとは？」 

4 お買い場リサーチ・発表 

  伊勢丹新宿店・本館／メンズ館サービスチェック 

5 三越伊勢丹の接客の基本 

  第一印象、所作、身だしなみ  

6 ラッピング（百貨店包み、リボン掛け） 

7 チームで働く力 

  共同、役割分担の理解 

8 前に踏み出す力 

  リーダーシップのスタイルが様々であることへの理解を深める 

9 タイムマネジメント 

  限られた時間で成果を上げる工夫 

10 まとめ 考え抜く力 

  実行宣言 

 
評価方法・対象・比重 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

評価基準：学業評価 50％（ロールプレイング・プレゼンテーション・レポート等） 

授業姿勢 50％（出席状況・授業に対する参加度） 
 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 
ショップスタイリストとしての立ち居振る舞いから応対までの知識と実践力を身につける 
SOC（首尾一貫感覚）の高い人財育成 
担当教員： 
㈱三越伊勢丹ヒューマンソリューションズ講師  
川井佐江子 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（プライマリー）取得 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（幼児子ども）取得 
一般財団法人 日本教育推進財団監修 日本コミュニケーション能力認定協会 コミュニケーション能力検定 2級取得       

記載者氏名 川井佐江子 
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科ｺｰﾄﾞ RD2 

科目ｺｰﾄﾞ 701660 

科  名 F流通科 2年ショップスタイリストコース 

科目名 セールスコーディネート 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：黒沢友美 共同担当者：  

 
 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

① セールストークに求められるコーディネートの基本的な知識と技術を理論と実践を通して学ぶ。 

② 客観的な視点に立ったコーディネートが組める。 

③ コーディネートを論理的に捉えることで感性の理論化を目指す。 

  

◇課題設定 

1.テーマに沿ったコーディネートを実践すること ：情報を収集する、表現方法を練る、具現化する 

2.コーディネートは客観的視点であり、論理的に捉えた解説であること 

3.成果発表で評価を受けること ：課題ごとの考えや具現化したものを相手に伝え他者評価を受ける 

◇授業概要（全29コマ） 

1.オリエンテーション×0.5 

  「似合うとは」を考えコーディネートの本来の意味を理解 

2. アクセサリーに視点を置いたコーディネート×5.5 

ネックレスの扱い方と装い。デザインと体格とのバランスを理解 

5Ｗ1Ｈでネックレスに視点を置いたコーディネートを立案。 リサーチ、実践、発表（課題）   

※夏季休暇課題 

3.素材に視点を置いたコーディネート×6 

同素材・異素材・柄のコーディネートの特徴を理解 

5Ｗ1Ｈで素材に視点を置いたコーディネートを立案。リサーチ、実践、発表（課題） 

4.アクセサリーに視点を置いたコーディネート×2 

眼鏡・サングラスの扱い方と装い。眼鏡・サングラスのデザインと顔型とのバランスを理解 

5Ｗ1Ｈで眼鏡・サングラスに視点を置いたコーディネートを立案。 リサーチ、実践、発表（課題） 

※夏季休暇課題 

5. 体型カバーに視点を置いたコーディネート×8 

   錯視効果を体型カバーに活用、体型の悩み別コーディネート企画、実践、発表（課題） 

6.骨格診断×3 

3骨格タイプの特徴を理解、身体的特徴を理解 

7.着回しに視点を置いたコーディネート×4 

主力アイテムを軸にした組合せを5つのポイント押さえて企画、実践、発表（課題） 

※冬季休暇課題 
 
評価方法・対象・比重 

出席日数（10％）、日々のプリントノート（10％）、課題（40％）、プレゼンテーション（10％）、試験（30％） 
 

2023年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介 

 現在、株式会社 TSIにて販売員の育成や人事採用に携わっている。その経験をいかし、業界の現状を伝えながら、求

められる人材を育てることを目標に指導する。 



 
 
主要教材図書   文化ファッション大系ファッション流通講座⑦コーディネートテクニック演出編 

参考図書 文化ファッション大系ファッション流通講座④コーディネートテクニックアクセサリー編 Ⅱ  

その他資料 一般社団法人骨格診断ファッションアナリスト認定協会骨格診断ファッションアナリスト公式テキスト 
 

記載者氏名 黒沢友美 
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